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国語科学習指導案

日時：平成２３年１０月２８日６校時

指導学級：５年１組（３４名）

指導者：教諭 吉田 信哉

１ 単元名

文章 韓愈『師説』 桐原書店 古典（漢文編）

２ 単元の目標

（１）まとまった分量の本格的な漢文を読解し鑑賞する力を養う。

（２）漢文特有の表現に注意し，作者の主張を構成や展開に即して的確にとらえることができる。

（３）文章に表れた思想・感情を読み取り，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにする。

３ 指導に当たって

（１）単元について

漢文における「文章」とは，日本でいう「文章」とは違って，文学の一つの形式である。昨

年度４学年で履修した「国語総合」においては，「文章」として，同じ韓愈の『雑説』を取り

扱った。韓愈は「古文」の第一人者であり，この『師説』はそれまでの駢儷文に対する古文の

復興運動の中で作られた簡にして要を得た対句と実践内容を伴った典故を効果的に用いた達

意の名文である。本文における韓愈の理路整然とした力強い思想を読み取ることを通して論理

的に読み取る力を養わせたいと考えている。

（２）生徒の実態

生徒はこれまでの考査，模試の状況を見ると論理的な文章の読解力が十分であるとは言えず，

現代文における評論文の読解に苦戦している生徒が多い。また，古典学習においては漢文分野

を苦手とする生徒が多い。しかしながら，授業の予習状況，学習状況などを鑑みると国語学習

に対する意欲は高く，前向きに取り組んでいるといえる。

（３）指導について

華美な修辞を取り払い，理路整然とした論理を展開している『師説』の読解を通して，漢文

を読解する力を養い，読み取った作者の思想をもとに，ものの見方，考え方を深めることによ

って，評論読解の苦手意識が克服されるものと考えている。

４ 指導計画（４時間扱い）

時 指導目標 学習活動 評価規準

１

○訓点に即して正確に訓読ができ

るようにする。

○基本句法・重要表現の用法を理

解できるようにする。

○学習の見通しを持つ。

○本文を訓点に即して音読す

る。

○基本句形・重要表現を確認

する。

○本文を正確に音読してい

る。（話す・聞く能力）

○本文の句法，対句表現な

どの用法を理解してい

る。（知識・理解）

２

○第一段落を文章の展開に即して

現代語訳できるようにする。

○第一段落における作者の主張を

対句表現に着目しながら理解で

きるようにする。

○第一段落の意見を正確に現

代語訳する。

○対句表現に着目して第一段

落での作者の主張を理解す

る。

○句法や表現に注意して正

確に現代語訳している。

（読む能力）

○対句の効果を確認しなが

ら第一段落における作者

の主張を理解している。

（読む能力，知識・理解）
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３

○第二段落を文章の展開に即して

現代語訳できるようにする。

○第二段落を正確に現代語訳

する。

○句法や表現に注意して正

確に現代語訳している。

（読む能力，知識・理解）

４
（
本
時
）

○第二段落の内容をふまえ，本分

全体の読み取りの確認をし，作

者の主張を理解する。

○作者の主張に対する自分の考え

を持てるようにする。

○本文全体の構成・論旨展開

を掴み，対句に注意しなが

ら作者の時流への批判精神

を理解する。

○作者の考えについて自分の

考えを深める。

○反語・対句表現の効果を

ふまえ論理展開を理解し

ている。（読む能力）

○本文が書かれた時代背景

をふまえ，作者の主張を

理解しそれについての自

分の考えを持つ。（関心・

意欲・態度，読む能力）

５ 本時の指導

（１）題材名

『師説』（韓愈）

（２）ねらい

① 反語・対句表現の効果を踏まえ，論理の展開を理解する。

② 作者の主張を理解し，それに対する自分の考えを持つ。

（３）指導に当たっての工夫

研究テーマは「かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫 ～各教科にお

ける言語活動を通して～」である。

国語科では「かかわり合い」を以下のようにとらえた。

① 言葉とのかかわり合い

文章中のどの言葉を取り上げて考えを広げ深めていくかを吟味する。

② 生徒同士のかかわり合い

自分の考えと他の考えとの共通点・相違点から自分の考えを広げ深めさせる。

③ 生徒と教師のかかわり合い

生徒の考えをどのように交流させるか。

国語科では「確かなことばの力をはぐくむ指導の工夫」を目標とした。

これまでの授業実践の中で，自分の意志で意欲的に発言させることを意図し，少々的外れであ

っても，多くの生徒から意見を出させるよう，無挙手・無指名による授業を行ってきた。この授

業での約束事は次のとおりである。

・音読，発問などでの教師からの指名を一切行わない。

・生徒自身が考えて，自らの意志で発言するまで待つ。

・考えをまとめるための周囲の生徒との話合いはむしろ奨励する。

・生徒は考えがまとまったら起立して発言する。

・誰かが発言をしているときは周囲の話合いを止めて発言者に耳を傾ける。

単純な一問一答式のやり取りであれば，分かる生徒が発言をし，分からない，または意欲がな

い生徒は黙っているだけといった弊害が起きうるが，周囲の生徒と協同し，意見のやり取りを行

う中で意欲関心が高まるようバズセッションを多く授業の中で取り入れている。

今回の授業においても生徒が進んで他の生徒と意見を述べ合い，自分の考えを確かなものにし

て，全体に発表するといったプロセスを大切にしたいと考えている。
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本時の指導における具体的な手立ては以下の点である。

・音読を重視し，漢文特有のリズムになじませ，理解の助けとする。

・生徒個人の理解を確かなものにし，話合いをすることで，考えを深めさせる。

・机間指導の中で，適切に評価をすることによって，自発的な発表を促す。

・個別学習・バズセッション・一斉学習を，ねらいに即して組み合わせる。

（４）指導過程

段

階
指示・発問 形態 学習活動 指導上の留意点

導

入

○本時のねらいの確認

一斉

○本時のねらいを確認す

る。

○板書で確認する。

展

開

○本文の斉読

○前時までに確認した口語訳を

参考にして本文の概要をとら

えさせる。

○「古之聖人」と「今之衆人」の

相違点を対句に注意してまと

め，第二段落の前半部分で作者

が述べようとしていることを

考えさせる。

○当時の知識人階級の具体例か

ら「吾未見其明也」の自説に至

る展開を，対句と作者の社会批

判に注意して押さえさせる。

一斉

一斉

個別

バズ

一斉

個別

バズ

一斉

個別

バズ

一斉

○全員で音読する。

○前時までのノートを確認

しながら，本文の概要を

確認する。

○第１段落の内容をもとに

確認する。

→「無貴無賤」「無長無少」

○「古之聖人」「今之衆人」

とはそれぞれどのような

ものかを対句表現に注意

し本文中からまとめる。

→「其出人也遠矣」⇔「其

下聖人也亦遠矣」

→「従師而問焉」⇔「恥学

於師」

→「聖益聖」⇔「愚益愚」

○第二段落前半部分での作

者の嘆きを理解する。

→「師道之不伝也久矣」

○第二段落後半の当時の知

識人階級の具体例を読み

取る。

○書き下しを読むの

ではなく本文を読

むということを徹

底する。

○前時までの確認で

あり，教師の説明も

加えてこの文章が

作られた時代の背

景を踏まえて押さ

えさせる。

○対句表現に注意し

ながら「古之聖人」

と「今之衆人」につ

いて，「聖人」の事

柄に対する「衆人」

の事柄を一つ一つ

確認する。

作者の考えを理解し，それに

対する自分の考えをまとめ

る。

第 1 段落の韓愈の主張「吾師道

也」とはどういうことか。

「古之聖人」「今之衆人」につ

いて，それぞれどのようなもの

かをまとめてみよう。

作者は第二段落の前半部分で

何を言いたいのか。
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展

開 ○「吾未見其明也」で作者はどの

ようなことを主張しているの

かを押さえさせる。

○作者の思想について，自分がど

のように考えるかをまとめさ

せる。

個別

バズ

一斉

個別

バズ

個別

バズ

一斉

個別

バズ

○「或師焉，或不焉」とは

どういうことかを考え

る。

→「子供に読み書きを教え

る師はつける」が「自分

は正しい道を伝授し迷い

を解き明かす師につく事

を恥じる」

→「小」＝童子の師（句読）

「大」＝作者の言う師（師

道）

○「吾未見其明也」での作

者の主張を理解する。

→「『小学而大遺』が『明』

であることをまだ見たこ

とがない。」

→「『明』（賢明な生き方）

は『師道』なくしてあり

えない。」

○作者の考え方を自分なり

にどのように考えるかを

まとめる。

○対句に注意しなが

ら，二通り述べる

「師」について押さ

えさせる。

○「口語訳＝主張」と

短絡的にとらえる

ことのないよう，作

者の主張を考えさ

せる。周囲の生徒と

バズセッションを

行いながら考えを

まとめさせる。

○机間指導で生徒の

考えを評価してい

く。

ま

と

め

○本時のまとめとして自分の考

えを発表させる。

○次時の確認をさせる。

一斉 ○自分の考えを発表する

○次時の確認をする。

○２～３人に発表さ

せる。

（５）評価の観点

具体の評価規準 Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手立て

論理の展開に即して本文の内容

を把握し，作者の主張について

考えを持つ。

作者の主張を的確にとらえ，自

分の体験や，現代の社会状況と

照らし合わせて，作者の言う

「師」について考えを深めるこ

とができる。

他の生徒との交流を促し，他の

考えを取り入れながら，自分の

考えをまとめ直させる。

「或師焉，或不焉」とは具体的

にどういうことか。

「小学」と「大遺」の「小」と

「大」はそれぞれ何のことか。

「吾未見其明也」で作者は何

を言おうとしているのか。

作者の考えに対して自分が考

えたことをノートに書いてみ

よう。
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（６）板書計画

６ 資料（別紙）

作
者
の
考
え
を
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解
し
，
そ
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に
対
す
る
自
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の
考
え
を
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と
め

る
。

作
者
（
韓
愈
）
の
考
え

第
一
段
落
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説
①

わ
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し
は
道
を
師
と
す
る
。

第
二
段
落

師
道
が
伝
わ
ら
な
く
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っ
て
久
し
い
・
・
・
嘆
き

小
学
・
・
・
読
め
な
い
＝
師
に
教
え
て
も
ら
う
（
句
読
）

⇔
大
遺
・
・
・
惑
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＝
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に
教
え
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わ
な
い
（
師
道
）

自
説
②

私
は
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そ
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な
人
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賢
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あ
っ
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を
見
た
こ
と
が
な

い
。

→

師
道
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は
な
い

「
古
之
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人
」

①
先
天
的
に
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人

よ
り
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る
か
に

優
れ
て
い
る

②
師
に
就
き
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ぶ

と
い
う
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力

③
ま
す
ま
す
「
聖
」

今
之
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人

①
先
天
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に
聖
人
よ
り

は
る
か
に
劣
る

②
師
に
就
く
こ
と
を
恥

じ
後
天
的
努
力
を
し

な
い

③
ま
す
ま
す
「
愚
」
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【資料】


